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教育における５つの柱 

                                                                        

2学科に共通する「ひとの命と健康を考える」「ひとの可能性を考える」「ひとの生活を考える」

「ひとの権利を考える」「学修の基礎力を培う」の 5 つの柱を掲げ、ケアスペシャリストの養成教育

を行う。その 5 つの柱のねらいを示す。 

 

５つの柱 ねらい 

ひとの命と健康を考える 
人の生命の根本について考え、人のからだのしくみと働きを理解し、健康的な生活

をおくるための、基礎理論と実践を学び、生命の尊厳を理解する豊かな人間性をもっ
た人材の養成を目指す教育を行う。 

ひとの可能性を考える 
人のこころと行動の基礎を学び、様々な表現方法を使ってのコミュニケーション能力

を高め、豊かな人間関係を築くことができる人材の養成を目指す教育を行う。 

ひとの生活を考える 
人と環境の共生の視点を養い、地域を構成する一員として、地域の暮らし、文

化、歴史から人の生活を学び、地域社会の発展に貢献できる人材の養成を目指す
教育を行う。 

ひとの権利を考える 
保健医療福祉の基本理念である人権保障や日常生活上必要な法律を学び、

現代社会に対する理解を深め、的確に対応できる判断力を備えた人材の養成を目
指す教育を行う。 

学修の基礎力を培う 学習の基礎と技術を修得し、社会生活に活かすことができる基礎教育を行う。 


